上之郷小学校　特別活動学習指導案

	日　時
	平成２４年８月２９日（水）１４：００～

	指導者
	上之郷小学校教職員

	参加者
	緊急時引取訓練　　：教職員11名、児童92名

	
	初期避難所運営訓練：教職員11名、保護者2名、児童2名、役場職員1名


１．題材名　　「緊急時引取訓練・初期避難所運営訓練」
２．指導の立場

上之郷地区は、平成23年9月20日大雨による土砂災害の被害を受けた。当日、午後0時10分頃に御嵩町教育委員会より「小学校を避難所にします」と電話が入った。運動会の振替休業日で児童不在であったが、休日出勤していた職員3名が対応した。避難所開設のために到着した役場職員1名から「長机を出してください」「避難者が休めるようなジュウタンはありませんか」「状況を役場に連絡するので受付をお願いします」などの依頼を次々に受けた。対応した職員は、指示を受け活動する中で、学校が避難所になった場合、「必要な物は何か」「どこまで教職員が用意するのか」「災害対策本部との連絡は誰が、いつ、どんな内容を伝えればよいのか」「届く食糧は対応している教職員分もあるのか」「停電になった場合、情報収集・連絡をどうするのか」など、多くの課題を感じ続けた。実際に上之郷小学校が避難所になり、東日本大震災で避難所を経験した教職員が直面した困難の大きさに改めて気づかされた。

どの学校でもさまざまな自然災害のために避難所になり得る可能性がある。その時、教職員のできることは何か、行政・避難者との連携をどうとればよいのかを事前に考え、教職員自身が学んでおく必要があるであろう。
東日本大震災で避難所となった学校では、どのように対応し、どのような課題があったのであろうか。「日本教育」に掲載された福島県中学校長会「東日本大震災を超えて　ふくしまを生きる」をもとに下記左欄の教訓に照らし、4～8月の本校の取組を整理し、下記右欄にまとめた。
	※学校の危機管理に求められること
･･･東日本大震災からの教訓
	上之郷小学校での取組
(「・」:上之郷小学校で実践・計画内容、「●」:他の機関に関わる内容)

	①　学校における防災教育を見直し、生涯にわたり実効性のある訓練を計画的に推進していくこと。
	・「命を守る訓練」の工夫。「5/30職員研修(受水槽を飲料水として確保)」「6/16親子登下校時の通学路安全点検」「7/6親子災害図上訓練」

	②　学校は緊急避難所としての機能を併せ持つ施設であることの認識に立ち、「緊急時避難所対応マニュアル」等を作成するとともに、施設・設備等を早急に完備すること。
	・8/29、9/2に向け、「避難所運営ﾏﾆｭｱﾙ」を作成。
・8/29緊急時引取訓練・初期避難所運営訓練。
・9/2町防災訓練への参加。
・自家発電機購入。
●8/27郡校長会で施設設備等の改修・充実を町長・教育長に依頼。

	③　地震により大きな被害が発生した学校は、震源からの距離や震度に関係なく県内に分散していることから、学校施設等の耐震対策に万全を期すこと。
	●8/27郡校長会で町長・教育長に「非構造材の耐震化」を依頼。
・8/26Ｐ環境美化作業後、避難経路に飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼付体験。

	④　ライフラインが完全に遮断された時の情報収集及び連絡体制の整備は喫緊の課題であること。
	・自家発電機の使用。(訓練時にも)

・飲料水の確保訓練(受水槽の操作方法研修)。
●連絡体制を他機関と検討する。


上之郷小学校では、取り組みが進んでいる部分があるものの避難所になった場合の対応に不安がある。今回は、児童引取を行った後、避難所になった想定で「初期避難所運営訓練」を実施することで職員の役割分担等を明確にしていきたい。

前半の「緊急時引取訓練」は、隔年で上之郷小中学校合同で計画していたが、毎年実施することとした。昨年の大雨時、東門からの進入が困難であったため、今年の訓練では大雨想定で西門から進入し、西門から出ていく形で計画している。

後半の「初期避難所運営訓練」は上之郷小学校単独で実施する。より実際的な訓練をめざすとともに他の機関との連携を進めるために役場からの避難所開設通報後、役場職員が来校し、避難所開設時の動きを行う。また、「緊急時引取訓練」で児童を引き取った保護者2名(PTA会長、副会長)が児童１名を連れて学校に避難する役を行い、初期避難所運営訓練に協力してもらう。
子どもたちの安心・安全のためには、学校・家庭・地域・行政が手を携え、情報を共有する中で共通理解を深め、活動を互いに補完し合うことの実現が欠かせない。今回、家庭・行政から、その協力を得ることができた。
避難所開設時の教職員の対応には「児童在校時」「児童不在時」で教職員の動きが異なってくるであろう。本時は「児童不在時」において教職員が動き方を体験する。その際、初期避難所運営時に行わねばならないこと、必要な物などをできるだけ明らかにし、理解し合いたいと考えている。

３．平成24年度上之郷小学校「防災教育」に関わる特別活動計画
	月日
	訓　練　名
	訓　練　内　容

	4/18
	「命を守る訓練」(1)「地震により火災発生を想定した訓練」
	避難の仕方・避難経路確認

	6/16
	「命を守る訓練」(2)「親子登下校時の通学路安全点検」
	親子で危険個所・避難場所確認

	6/16
	防災教育講演会「岐阜県の災害」
	講師:県防災課　対象者:保護者、地域

	7/6
	「命を守る訓練」(3)「親子災害図上訓練」
	分団単位でMyﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作り

	8/29
	「命を守る訓練」(4)

「緊急時引取訓練・初期避難所運営訓練」
	緊急時の引取方、避難所開設の仕方を確認

	9/2
	「命を守る訓練」(5)「御嵩町防災訓練への参加」
	地域自主防災組織と合同で各種活動に参加

	10/29
	砂防講座
	可茂土木事務所主催　対象:5,6年

	11/26
	心肺蘇生法講習
	県消防課主催　対象:4,5,6年

	12/11
	防災教育講演会
	講師:日本防災士会　対象:全校児童

	2/14
	「命を守る訓練」(6)「地震による避難の仕方訓練」
	行方不明者があった場合の対応


初期避難所運営マニュアル（上之郷小学校版）

○ねらい：避難所開設の連絡を受け、地域の方・保護者・児童が安心して避難所生活のスタートができるように、教職員が役割を自覚し、動き方を理解して動くことができる。

○流れ

	時刻
	防災本部
	連絡・調整班
	総務班
	名簿班
	食料班
	物資班
	救護班
	衛生班
	備考

	活動場所
	校長室
	体育館

職員室
	「総務班」

体育館受付横
	「受付」

体育館入り口
	「食料受入」

ﾗﾝﾁﾙｰﾑ廊下入口
	「搬入物資」

ﾗﾝﾁﾙｰﾑ外入口
	「救護ｺｰﾅｰ」

体育館ｽﾃｰｼﾞ側
	受水槽→ﾌﾟｰﾙ→体育館
	

	校務分掌

(担当者)
	役場職員
	事務・情報
	校長・教頭
	生徒指導
	図書・学習
	教務
	養教
	保主・生活
	

	０：００
	避難勧告発令に伴い、避難所開設の連絡
	・連絡を受けた職員が校長に報告
・教室表示・分担表示持参
	・校長・教頭・教務・生指で打合せ
・職員全員集合
《諸準備に入るよう指示》
	
	
	
	
	　　(地震の場合、最初に安全確認)
	・各班は安全確認した情報を総務班に報告する。

	０：０５
	
	【体育館前犬走り】
電源確保・情報収集

・

を用意し、発電を行い、ラジオ接続し情報収集する。
・ラジオからの災害
情報を総務班に伝達する。(体育館南側犬走りにラジオ設置)
	
《教室配置掲示を指示》

・教室表示（パウチ）を配布
・情報を整理する。

・教頭は各班が順調に動いているか確認するとともに避難者及び職員の困り感を把握し、校長に報告する。
	【体育館入り口】

避難者票記入準備

・長机を出す。
・長机に


を置く。

《受付》表示
・避難者を受入れ町職員と協働で受付業務を進める。
	【ランチルーム東】

食料受入準備

・机・イスの移動
	【ランチルーム西】

物資受入準備

・机・イスの移動
	【体育館ステージ側】

救護コーナー準備

・医薬品を保健室から運び込む。

《救護コーナー》表示
・体育館東側に救護コーナーを設置する。
を用意する。
	【校舎北受水槽】

飲料水確保

・受水槽に直行しバルブを閉める。

＊最初のバケツ１杯分の水は捨てる。

・職員男子更衣室の空ペットボトルに受水槽の水を詰め体育館に持参する。
トイレの水確保

・プールの水をバケツに汲み、体育館及び１階トイレに１杯ずつ置く。
	・手が空いた職員は手薄な班の援助に行く。

	
	
	
	
	
	《食料受入》《搬入物資》表示


　　　　　　　　　　　　　　　外
	
	
	

	０：３０
	・避難人員を町防災本部へ報告
	
	《避難人員を役場職員へ連絡》
	・総務班へ人員連　絡
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(地震以外の場合)

	・各班は安全確認した

	
	支援物資搬入
	
	
	
	食料受入
	生活物資受入
	避難者の心のケア

負傷者への対応
	ゴミ等の衛生管理（体育館）
	情報を総務班に報告する。

	
	
	【体育館受付横】

掲示板設置


を用意する。
	・避難者代表に食料等の配布時刻・場所及び飲料水の場所、トイレの使い方を伝える。
	
	受入完了の報告

	受入完了の報告

火の準備（藤棚近く）


	・医薬品

・多目的室開放（乳幼児・高齢者・障がい者用）

・避難者を見回り、体調不良者の確認をし、対応する。

【保健室】

・救護室として使用する。
	・トイレットペーパーを追加補充する。

・ゴミ袋を体育館北側犬走りに置く。
・掃除道具(ほうき、塵取り、雑巾)をゴミ袋の横に置く。

・ペットを藤棚下に繋いでもらう。
	

	
	
	
	《配布方法・数量を指示》
	　
	食料配布　　　　毛布等の配給

・総務班からの指示を受け、避難者に公平に支援物資を配給する。
	
	
	

	０：５０
	ボランティアの連絡
	ボランティアの参加報告
	《ボランティアの配置計画・指示》
	
	
	
	
	


避　難　所　運　営　支　援　班　の　編　成
御嵩町立上之郷小学校　
	
	班の名称
	班活動の内容
	班員名
	備考

	１
	総務班
	避難所運営業務全般のとりまとめ
避難所の生活ル－ルに関すること
避難者・災害状況に関する問い合わせ
ボランティア受入れ（人数把握、活動計画）
	校長

教頭
	

	２
	名簿班
	避難者名簿の更新及び管理
	生指
	

	３
	食料班
	食料等の配給、不足分の請求及び余剰
食中毒、衛生面管理
食料の配分計画､管理
	人権

学習
	

	４
	物資班
	物資等の配給、不足分の請求及び余剰
物資の配分計画､管理　
薪・空き缶を用意し暖房の準備
	教務
	

	５
	救護班
	負傷者への対応（医療施設への搬送等）
及び、災害弱者への支援
	養教
	

	６
	衛生班
	仮設トイレ設置までのトイレ管理
ゴミ集積場の決定、管理、ゴミの捨て方
伝染病等の衛生面での管理
水槽タンクのバルブを閉め、飲料水の確保
	保主

生活
	

	７
	連絡・調整班
	避難者への情報管理及び情報提供
発電機の準備
	事務

情報
	

	
	
	
	
	


	８
	遺体の受
入れ
	遺体表示票作成　　　体洗浄、処理計画
引き取り依頼
身元不明遺体への対応
	
	

	
	
	
	
	


校内・校地内を見回り、危険箇所の点検・ガラスの破片等の危険物の除去





発電機・ ガソリン・コードリール・ラジオ・懐中電灯





(地震の場合)


安全確認中、総務班で児童を保護する。





名簿、筆記具、スリッパ








長机、イス











食料　　　　　　　　　物資





テーブル





校内・校地内を見回り、危険箇所の点検・ガラスの破片等の危険物の除去





ホワイトボード、 セロテープ、マジック、 用紙　磁石





金属製バケツ・空き缶・薪








